


アスキーからの

あいさつでござる!

このたびはアスキーファミリーコ
よう にんじゃ

ンヒ。ユータ用カセッ卜「忍者らホ
かあ

イ!Jをお買い上げいただきまして、

ありがとうございました。
しようまえ とηあっ帆iせつめいしょ

ご使用前に「取扱説明書」をよ

くお読みいただき、正しい使用法
あいよう

でご愛用ください。

いま せいぎ にんじゃ

舎、「正義の忍者」が
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せ、必ずやドクロ将軍を倒してくだ

され! お原噴いしましたぞ!



たいせつ

おぬしの大切な「ファミリーJで‘ご、ざる
かぜまる

おぬし(風丸)
かぜい鳥ぞく げんき L，骨ねん

風一族の元気な少年
にんじゃ しゅ

忍者。このゲームの主
じんニう

人公でござる。

一、 あかね
ラア r・¥ I治会 U会

! d.llh匂 幼いころ、離ればなれ
、JY' ・〆~.J，パ 1 いも令と，-

LぞれJY!になったおぬしの妹君
" ..ヘJ でござる。

たかまる
ゅう L櫓骨 にえじゃけん

優秀な忍者犬たづの
を2すこ じ時今っか

息子でござる。術は使

えんカf力f寺ちてeござる。

a・‘ ラホイ-‘ーョ-さ、‘"司 5こんじゅー，p・『 最強の君、術を操るとい
b劫 ぅ、嵐ご議の議員でこe
、;J' さる。

うんニ〈さい

Jご士、 雲苔斎
会 .L、r ¥ Iかぜ きと む句おき

日制-6n/風の里の村長で、おぬ
、以ιベ戸ミJU そだ おや

レ人す しの育ての親でござるo
"-. / はんぞう

ーム つづら半蔵・・Eョ・E きま みつめい，.園、 ラホイ様の密命で、あ
冒 も I そだ にん

町、十~n かねを育ててくれた君、

aLき)A暑でこeさ守る。
八三、 たづ
lふ/o¥-.-~ _ _， ，H. ';，" 
;~白。-\ かつてラホイ様と共に
Jι噌.，...) Ll骨ぐん たたか に人

l~-J ドクロ将軍と戦った忍
¥ι一 -...:J.__../' 111.. 

~ 犬でござる。
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lコントローラーの佳い芳
拍ごとも「はじめ」がA宇治でござる
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さを選び、 Aポ
け勺てい

タンでコ夫定してくだ~れ。
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山
人

一
-一

山

竺

粁

比

渦

一
山

す

札

一
は

を

t
一

ム

抗選

。

を

れ

FJ

点、

町

だ

i

，
，
e

、

引

で

「
l

j

£
F

I iiえ S名前を決めよう!
会主えに0・i'I.，t<
名前入力は4

文字まででござ

る。+ボタンで

ゆを動かし、 A

ボタンて決定でござる (8ボタン

てど支李漢るでこfる)。つづけて
お会 会か とむ

同じように、いちばん仲のいい友
どら 念まえ t柑号qょ〈

達の名前を入力してくだされ。

1 '-:rj~ (l)Ã 
し

き

、

イ

Z
m
は

レ

の

き

フ

ム

と

に

一

る

れ
前

ゲ

す
た

を
がめA

タイトル画面で
え句 とうろ〈

「つづき」を選んでくだされ。登録
ひ』うじ

されている「につき」が表示され

たら、その中から始めたいものを
え句 エー け勺てい

選んでAでづ夫定してくだされ。

につき/につきは3つまで作れるでこ'

ぎる。「その1J-'その3Jから1っ謹
んでくだされ。

せっ

ターボファイル/ターボファイルが接
ぞ〈 会か ふ勺

続されていれば、この中から3つ

選ぶことができるでごさる。



|訟はこまめに

停電や不注意
でんげん

により、電源が

切れてしまった
公会

ら泣くに泣けぬ

でこ""d"る。そんなときのため、
ろ〈 どう九ゅう

録をこまめにとっておけば、道中
あえしえ

安心でござるよ。

|「出品」もt真の員長

ゲームをやめ

るときは、里や

。
るざでるれ去」

〈
三
本

久
Y
A
￥
虫

う

ば

s
記

ぞ

れ

が

じ

け

印
旅

h

活

か

の

日復

し

で

の
山
話

ま

日
町

に

唯
今

l;偽がやられた!
やぷ

戦いに敗れて
伝かま し

仲間が死んでし

まっfこときはふ

っかつじぞうに '
は伝

言古しかけるでござる。おさいせん
脅かま ふ1:.1;

をおそなえすれば仲間は再びよみ

がえるでござろう。

|ぉぬしがやられた!

じしんし さいご

おぬし自身が死んだときは最後

にセーブした所へもどされるでご
いらぞ〈 かむ

さ「る。さらにドク口一族がお金を
"んぶんも む附青い

半分持ちさるゆえにこづ主意くださ

れ。
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移動中、 Aボタンを押すとコマ

ンド峯主義が詰くでこ・ぎる。+ボ

タンでコマンドを選ぴ、もう一度

Aボタンを押して実行でごさ?る。

Bボタンはキャンセルでござるよ。

也竺
ひと は公

人と話したい

b
A

ご

F

て

で

ω話

い

る

に

つ

き

し

っ

τ

、--

く

が

か台

こ
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、
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、
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の
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な
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話
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向
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を

。

に

L
方

タ

ン

よ

き

る

の

ツ

タ

る

と

ざ

此
人

ピ

ボ

ギ

C
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しかけてくだされO

K竺
持っている道ゐ

具がわかるでご

5る。辛ボタン

で道具を選べば

「っかうJrたべるJrすてるJr? J 

の4つが表示されるでござる。

装備も
「どうぐ一つ力、う」

こ
全
国
伊
き

J
I

吋侍

謝

れ

九

を

た
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コ

ぐ
具

ま

ぴ備
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て

ご
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を

っ

て

じ
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r

ι
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り

/
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ぐ
具

コ

っ

と

川
防

む



たべる/食べ物を食するときのコ

マンドでごぎる。

すてる/いらないどうぐを捨てる

でござる。一度捨てたら二度と拾

えませぬぞ。
どう ぐ せつめい

r?Jは道具の説明
t寺っている道

具の使い方、効

果などを説明し

てくれるとって |

も便利なコマンドでござるo

u竺
ス
-
F

川
J

こ

の
山
術

つ柑
コ
び

る
仏
選

さ

を

ご
山
術

で

う

う
哨使

叫使

ら
を

か

叩術
帥
中

日
必

のtト
E

よってはどの拍手にかける力、も指

定してくだされ。くわしくは P33

の「術」をみてくだされ。

也竺
自分や仲間の強さがわかるでござる。

恒三至
おぬしの足もとを調べるときに

使うコマンドでござる。

也竺

ぞる去、でるhu
 
わ

よ読

5

を
制
強

が

を

o

の
言
忘
れ
密

の

る

も

、

ひ
秘

も

ざ

き

と

の

き

ご

ま

る

山術

ま

で

の

め

以忍

む

つ

わ集

の
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t

使てつあ+J 

わ
介で、l」F

千
Jみ

町

、
れ
一

え

さ

一

ゆ

だ

一

吋通

く

一

川
共

て

一

i

じゅ・つ
にんじゅっ つか

忍術を使うコ

マンドでごさfる。
せんとうらゅう っか

戦闘中には使え

ない術もありま

すゆえ、注意してくだされ。

|あんばい | 
伝かま じε"い

おぬしゃ仲間がどういう状態に

いるかを見るコマンドでこ'ざる。
ど〈 てき

毒にかかっているか、敵に術をか
む冷っ こうか 必

けられているカ¥術の効果が落ち

ているカ¥などがわかるでご5る。

せAとうら川 ぜん 4

戦闘中のコマンドは全部で6つ!

ょにるな敵l
!なと忍Eの
る戦f術5体日
で闘1等主力]
ごがを
ざ{憂す覚品得t
る利ηえ意ぃ

|たたかう | 
ま畠て晶を通量するコマンドで

てき ゅ〈すう lまあい だれ

ごさる。敵が複数いる場合は、誰
ニうげき してい

を攻撃するか指定してくだされ。

どうぐ
せんとうらゅう どうぐ っか

戦闘中に道具を使うときのコマ
どうぐ 会均まぜんいん

ンドでござる。道具は仲間全員に



ひと

「力、ばう」は人を

いつくしむ心で‘ござる

11J'(;fう l

仲間を守るコ

マンドでござる。

体力の少なくな

った仲間や、弱

い仲間を守り、敵の攻撃を身代り

になって受けるのでござる。誰を

かばうか指定してくだされ。

途中で「にげる」も

兵法でござる

回竺
ご

る

ま

い

廿
敵

る

で

れ

げ

山
戦

た

5

ド

か

に
逃

。
し

こ

ン

つ

に

る

出
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で

マ
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み

ざ

、

る

コ
お
追

や

ご

も

え

る

に

仁

で

恥
合

ら

げ
吋敵

、

の

ぱ
場

も

に逃

、

で

も

た

は

で

し

の

え

げ

ら値

川
員

か

る

川
考

に
逃

山
験

臥全

し

あ

も

で

伽
経

ま
問

。
も

の
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中

の

叩仲

る

と

る

と
途

は
介

ざ

こ

わ

の

の

隆史三
で

ら

お

と

ま

く

て

こ

か
大

れ

え

る

首

軍

ど

ま

す

が

と

き

M
用

M

技

あ

わ

り
利

や

!

を

に

日
体

る

か

吋
的

ば

ざ

る

州
略

る
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ご

が

れ

朝

ざ

が

で

あ
上

を

こ

あ

上

る

が

れ

で

が

す

臥
段

そ

刑
能

以
段
以
復

で

ば

か
可

肝
回

い

れ

も
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自介や仲間の強さを見ることが

できるでご5る。強さは、次のよ

うな項目で表されるので、時々チ

ェックするがよいでござろう。
だん

すべては「段」と言っても
かごん

週言ではなーい!

[主下一
戦いの儲換をつむと段が上がり、

いままで勝てなかった敵にも勝て

るようになるでござる。また、 E生

が上がることによって、敵に対す

る{桁もだんだんとかかりやすくな

っていくて。こ'さーるよ。 ;0

川
出て， たお a けい

敵を倒すことによって増える経
けん ら 二uろかず

験値のことでごさる。心の数によ
だん あ

り、段か上がるのでごさる。

る Aふたはっ
そe 号 t以いこよ
物の! ~外い こさ
もにでの
見ゐ刻み紹ミ菌が
ら支1介~:面f
れ J? しで

おぬしたちの体力でござる。夕、

さ
C

守
合
「

い

さ

一

て

こ

一

つ
で

一

ヘ成

う

一

に
ま
一

介」

l
u

一

こ

で

一

る

ん

一

7
L一叱

一

う
受

と

一

一
句
崎
一
か
体

一

〉

f
t
一
い
」
k

-

J
f

配

布

佐

一



その段での体の最大値でごぎる。

l至
にんじゅヴ っか "句

おぬしらが忍術を使うための力

でござる。f桁をイ吏うと、その術に

応じて消費されるでござる。

1塑
その段での技の最大値でござるo

h翌塑
攻撃力が高くなると、敵に与え

る打撃も大きくなる。強い武器を

使えば攻撃力が上がるでごさる。

国型
しゅ υ，，(たか てき

守備力が高くなると、敵から JI

受ける打撃が小さくなるでこーざる。

議ぃ崩真を議えば域福出が主がる

でごさfる。

iすばやさ | 
すばやさがよがると、誌の通量
さ せん唱さいこうげさ

を避けたり、先制攻撃ができたり、

敵から逃げたりしやすくなるでご

ざる。

11l'i) 

I ~金

おぬしらの持っているお金でござる。

唖
おぽ じゅ今

おぬしらの覚えているf桁でごさー

でる布υわ
+
U
 

0

・u
あ
合ど度の

M

長
酔
成の

o

M

術

る
。
C々

る

こ

26 



27 

しのびの

国にはいろ

いろな庖が

あるでごぎ

る。看板は

ひとつでも、

中に入ると複数のお広がかたまっ

ているところもあるでござるぞ。

団世主
介

首

}

」

つ

F

M

要

が

よ

る

加
必
ぐ
具

に

き

に
間
防

叫
人

で

い
・

。び
備

山戦

き
器

る

H

装

ぷ武

ぎ

て

ものと、できないものがござるゆえ、

j主意してくだされ。

ぐ
旦
(
町
道び

ω
-HU 
な

。

ろ

る
い

ざ

λ
J
ご

い

で

3
2
E
一
つ
る

山
時
一μ
位

か

JE-
-
j
e
 

と
町

一

に

つ

ω
訳
一山旅う一一冗

ーー

一

カ

[量産
目
道

ぐ
旦
(

o

m
防

る
・

キピ

ふ
商
こ

市武

で
た
同
庖

つ

る

な
と
取

，《、。し

な
か
買

ら

、
い

をぐ具

ま

で

川
力

と
泊

い

か
体

に
m
戦

た

L
E
一
ゃ
屋
、
し

十
龍

一
吋
宿
と
肘
労

や
罰
一

る

υ
疲
わざ さいだいら

.技が最大値

まで回復すぜ



!J l! 'lた1.
るでごぎる。場所により値段が、

いささかちがうでござるよ。

出盛
持ち物を預かつてくれる場所で

ござる。預けた物は、どの里の「忍

び運送」でも引き取れますぞ。ま

た、「うんそうけん」を使えば、マ

ップ上のどこにでも預けた品物を

届けにきてくれるでござる。

l鍾
お金を預かつ

てくれる場所で

こ.~.る。 掻けた :@
お金は、どの F

村の「銭屋」でも引き出せるでご

さ「る。

医量
おにぎりやおまんじゅうなど、

おも たい吻ょ〈 かいふ〈 う

主に体力を回復するアイテムを売

っている所でござる。

|なんだんねん昼

無料の占い所でござる。どれほ

ど強くなれば、この先の旅を続けら

れるカ¥白妄を薮えてくれるでござる。

k竺盛
何だかいかがわしい ~芝.1.

ドクロのアイテムを売 Vみ同.-;，~ 

っている庖でこ'ぎる。法補盃Pイ

28 



「と‘うぐーっかうJで‘忘れす‘

装備してくだされ

武器・防具・わらじは「っかう」
え句 ぞうぴ

を選んで装備するでござる。

武喜/託制がれるでござる。

ふf三五よ;:;ょi
れ人ぞ〈ニうげ.

くさりがま/連続攻撃

がでやすくなるぞ。，調

あし ιの
足にはく物

の
州
力

川
犬

'
白

川女

た

は
忍

M
V

/

れ

ゾ
/
る

な

ら

ば

さ

た
叫
作

き

ご

が

に

。
の

で

ち
日
用

る

ね

M
牙

い
醤
寸

。さ

が

の

の
h

者

こ

か

H
用

く
は
忍
で
あ
醤
一
リ

〆
換



|融 /旬備M わるでござる。

正て三宮h.ぬのかたびら/ぬので

ι万ゆできた重いかたびらで
~ゆJ ござる。

つ
々
C

吋
作

ご
で

で

の

ぐ
昌一一

ぬ
附防

/

る

き
れ守

ま

を

ち

出
頭

は

た

る舎
|{持もの/す内が金町ござる。|

わらじ/わらであんだ
かえ そ

簡素なはきものでござ

る。

いちぞく

これかドク口一族の

四天王でござる
1'，，) $)"且《 つよ

tt'ん ..i ~ 防御力が強

〈、ずるがしこいや

って・ご5る。

品川

v
a
υ

一山一撃

ワ
日
攻
ぞ

パ
引
続
る

/
M連
ざ

-

}

】

」

っ

て

で

や
つ
い
意

ひ

あ
U
得

え
仕
で

じ自
制
王

制
白
川
獣
ι回
る
加
品
開

r
、o
h
E

O

ざ

川物

る

す
H
動

ざ

マ
ろ

。

カ
M

恐

り

オ

が

な

/

る

い

う

べ
吋
使

ゆ

や

山
術

り

し
口忍

い

ら
』
い

せ

-
語
し

30 



道具の中には役に立つものやと

んでもないものなどいろいろござる。

とにかく r?Jて潤べてみなされ。

住竺竺
引
糧
州
丸

る

川兵

に

さ

〆

う

ご

ん

よ

で

が

い

の

う

す

も

ろ

や

た

う

べ

し

ょ
た食

に

ひ

を
判薬

肘実

の

メ

恥
回

/

な

ウ

が

同

ん
一れ物

/
MH伐

:'

ど
日
好

く

ば

る

う
か
大

。

や

え

5

み

の

ょ

ん
な
役
こ

こ

し

る

が

、
で

に

ぬ

ぎ

の

で

る

そ

お

ご

メ
m
薬

す

み

は

で

ウ

の
μ
復

31 
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よ
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で
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さ

か

う

こ

て
品
開

吋
使

の

ろ

〆

に

も

レ

し

き

つ

ろ

び

と

。

。

た
立

い

き

す

よ

く

わ

る

に

、

ま
ど
出

る

凶
遠
み
見

さ

引
役

の

¥も

/

で

こ

と

も

i
l
l
s大
辻

こ

ま

で

う
な

」
去
、

だ
影

る

吋使
川
惑

、込

河
〆

お
ら
地

せ

か迷

1
1/
4
4

お

の

た

也竺革

後三一一l 亙~ ) ーな;嘩受けても

¥ど ア 椴性て耐え忍ぶのだ。ぜ



こ
凶
通

と

と

と

る

る

い

ω
通

け

な

て

M

歩

ら

つ

の
の乗

吋使

此
人

に

を

。
.

は
何
物
山
術

る

一

に

り

、

さ

一

日

森

山
所

代田

の乗

ろ

こ

一

・

る

の

か

こ

が

一川
崎

一ら
地

け

び

に

と

ど

一じ
M
一日草
M

歩

の

な

い

な

一
打

一
・

が

し

、

な

ろ

一る
阿

古
道

ど

ろ

れ

こ

一2
2一

な

る
山
駒山出

よ
く

る

州
多

ざ
が

こ

引族

で

は

ら

叫
一
る

ω
森

く

口

け

。
に

ク

つ

る
ら
地

ド

を

ぎ
日
草

、

s
気

ご

や

て

で

で
M

道

ベ

の

水とんの術を使う所

浅瀬は水とんの

術で進んでくださ

れ。海では使えぬ

でごぎる。

|長り舗で益む崩 | 
山・湖 ・海 ・空

包毒事

町・村 どうくつ 誌の域

32 



ぬ-b 
な

で

ば

創業

ね

M

修

け
は
つ

ω
術

に

以忍
み身
たびつづ にAt附今おし

旅を続けていくと、忍術を教え
ひと しゅ!'~'"ニAじや てん〈了

てくれる人(修業忍者・天狗)に
であ し仰ぎa判こAじゃ

出会うでごさ。ろう。修行忍者とは
てA C 

戦うことにより、また天狗はいろ

いろな課題を

クリアするこ

とにより、 f桁
おし

を教えてくれ

るでござるよ。
，淘

33 
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叫
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パ
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ざ

J
凡

、

つ

イ

ラ

ニ

h
L
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'
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m
制
作
山
口
ハ

M
4
M
…白

い
れ
益
ル
ラ
る

じ唱

む

つ使

カ

マ

卜

す

「

ぞ
に
か
果

一

ル

M

長

は

で

山
明
日羽

り

円

哉

M

術
出
現

i
引
弘
寸
晶

叫忍
川表

り

ひ

の

よ

。
て

に

く

h

全

力

L

、

る

て

し

せ

つ

よ

キ
ぜ
意
。

+
U

M
長

さ
決

る

恥
成

が

え

を
州
格
社
鍛

山術
か
性

を

は忍

の

山
術

の

し

の

ど

ぬ

つ
お

と
じ滑っ そfさ

術をまんべんなく育てるもよし。ぜ



l二A じゅー，

忍 術

必-t tlt匂 てA <' #.ot ヒ・守 H と号ゐ引 っか

てんぐから教わる術(天狗に教わる術でござる。戦闘中は使えぬでござる。)

"令ひねぎ

消費技効 均果

とびきり

すいとん

きんほ!

どとん

なみこし

ぬけだし

町やむらに、飛んでかえることができるでござる。

同一，っか あき. "ょ "た

すいとんの術を使えば、浅瀬を泳いで渡ることができるでござる。

山ぽ1，1. fl't~ うだ 叩

一歩歩〈ごとにお金を生み出すおとくな術でござる/
"証炉 勺か

町の中では使えぬでござる。

モコモコと土のむ片方、を走り、敵の目をかいくぐる術でごぎる。

この揺を議えば、謹でも美わすことがて・きるて・ござる。

L.....，吋 、円'" どう しろ t，1:1令

ぬけだしの術を使えば、一瞬にして洞くつや城から地上へ

もどれるでござる/

10 

0 

。
12 

110 

8 

いだてん 6 

うんめい

U引っか あιuゃ
この術を使えば足が速くなるでござる。

ある 勺か

のんびり歩くのがいやなら使えばよいでござる。
1:....，勺か たの

うんめいの術は使ってみてのお楽しみ/
信に じH

何がおこるかわからない術でござる/
18 

34 
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思 i五 |撞jJlJ

;.む.つ._.‘，-~ ，，~ u ... 

おぬしの身につける術(信祥惹肴に教わるて'こ・ざる。)

か果

ぴろりん

きつねび

0'ぎしり
かげぬい

ふにやら

とんずら

ぶんしん

と'っかん

臥
全
一…
蜘
一
樹

一…
時
一…
耕
一…
時
一
酬

一…
蜘

効

ム合たひと.， たい，，' かいふ〈

味方一人の体力を回復させるでござる。

話エスを議長する揺でこeざる。

種誕の誌にダメージを等えるて・ニ・ざる。

品を説けなくすぶ石でござる。

誌の等品百.通挙出、が宇がるて・こ・ざる。

か〈じ勺てき に じ"

確実に敵から逃げられる術でござる。

ぶJ..L.A "句、 怪人とう 〈わ

分身が現れて戦闘に加わるでござる。

議長に識をほうむりさることができる揺て・こ・ざる。

吋
抜
一
~
一

川崎一
一
6
一
8
一
ロ

一
8
一
6
一
9
一
6
一
位

。
るキロ

句

』

0

で

る

。

る

J
t

る

'F

こ
去
、

円

で

ご

-、

ぬ

で

じ

L
M
付
数

こ
q

坊
の
一

、勺，

、
，叫V

さ
神
安

ー、l
b
&
e
L

2
慢
イ
げ

な

ι
H
d

、
い
わ

う
E
F
旬、

引

U

U

時
リ
は

つ
H

闘

υd

、
At

、

目
、

せ
也
専
・
一
』

一

一

知

川
中

立
慣

臥
全
H
闘

を

以戦

山術

つ
H
リ

SE

ぺ
ロh
M

わ
&
中
h

。賛

同
種

山消



e，今 L.，r.唱に^じゃ M 
あかねの術(修行忍者に教わるでござる。)

器話i|i卦1 効 果
L，、ひわぎ

消費技

まもり |端平 |紛を寺る揺でござる。 I5 
ほたるび |議踊平 |誌の揺の識を宇げる揺て・ござる。 I7 
げんき | 芸 |会完茎員の証おが白議するでこ・ざる。 I 8-

あやつり |晶画平 |誌を揺り、芸苓することがて・きる揺でこ・ざる。 8 

じぶ^ bぎ のす IH..民A j} 1:.・，

わざわけ
茎 |自分の技の数の半分を、おぬしに介ける術でご

2 
ざる。

g ぜAと今'"令 I .かた こう，"勾1(;' 1:..、 l 

あすなろ j戦闘中 |味方の攻撃力を上げる術でござる。 10

め臼し |端平 |誠にかカった仇とく揺でこeざる。 I 6 

かげろう |議踊平 |誌の通量を、島jにくくする編てeこ・ざる。 I 4 

(めさ3しとかげろうは最初から覚えているでござる。)
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こんな時は・.

ターボファイルを便局している詰の崖意

.LOADの時、「ファイルがありません」が

表示された
f又 せ勺~<

・ターボファイルが、正しく接続さ

れていません。しっカ、り、コネク

タをさしこんでください。

・セーブしてあるファイルが、ひと

つもない時(ゲーム開始時)。
セープ と!- 1)l1 じ

.SAVEの時、「エラーです」が表示された
~ > 

・フロテク卜・スイッチがONになっ
才フ

ていませんか。スイッチをOFFの

位置にしてやり直してください。

さ

ク

引
続

ネ

延
世
コ

J

《、

、

し
り
，

M

正

か
、
つ

が

し

卜

vj

o
 

イ

か
ア

す

フ

ま

ボ

い
一
て

タ

れ

• 

タをさしこんでください。
セープ とき

.SAVEの時、「ターボファイルがいっぱい

です。さいごのファイルをけしますか」が

表示された

・あなたが、最後にセ ブしたゲー

ムのデータを消して、その上に「忍

者らホイ!Jのデータを書きこん
h¥'! 久いせつ

でしまいます。誤って大切なデー

タを消さないように十介に注意し

てください。

ターボファイルには最大3つまで
グ'0

ファイルをセーブできますが、 残

り容量によ っては、 1つしかセー

ブできないこともあります。
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FOR SALE and USE IN ，.JAPAN ONL Y 

本品の験出、使用営業及び賃貸を猿じます。

干iII.r.fil東京都港区南青山[:IIsIIスIーエフ南青山ビル . 

株式会社アスキー Z(i;;;:;;;;;;jQZ E 
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